
Model 2000
Model 2000

Model 2000は、ケースレーの	
です。

・データロガーとしての�


��された����で��された��のデータをリアルタイムにExcelシートに #$みます。

)* 200,000+までのデータが./して#り$めます。

#り$み45なマルチメータの�は )*５< です。1<から までの@A<�

・BCDFへの�


HI�Jを#りKえながら、�々のデータをExcelシートに#$みます。

・PQRSリストにUいI�WのデータもYZできます。( )^_I�W

^_I�Wを`めると、b10<までのI�Wのデータの#り$みがfなえます。

・ チャンネルのデータロガーとして�
できます。50

「 」は、 チャンネルのデータロガーとしてn
できます。W32-20005 50MPX MAX

スタートすると、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ･
��ﾚﾝｼﾞ･ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ!"を
$�した'、(�されたｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞ+,,-で、(�さ
れたサンプル4のデータを
67みます。:;なら>?
+@も?Bすることもがきま
す。

Excelシートに67んだデータは、キーボードからPQしたデータとRじように、
ExcelのVWをXYして、[\・^_・`abをfgにhうことができます。
また、ijにデータが67まれるkmをExcelのグラフウィザードで$�しておけ
ば、データ67とグラフyがリアルタイムにhえます。
※�アドインにf�グラフ[\VWはありませんので、Excelのグラフウィザードを
�Yして[\してください。

W32-20005/MPX ケースレー

��

��

� ) � ����の	
メモリのデータを�り�す��はありません。1

��できる��

デジタルマルチメータ ��５����( )
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12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

GP IB-
GP IB-
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�プログラムはExcel�のアドインと
して�[します。Excel�から�アドイ
ンを��すると、Excelシート�に、この
ウインドウが�われます。
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ,��レンジ,+,,-,67
�4bを$�し「 」ボタンをｸﾘｯｸSTART
するとデータの6り7みを��します。

1<}

2<}

3<}

4<}

5<}

「 」は、５<�のI��を#り$みます。W32-2005 「 」は、 スキャナにPQし、５<�のI��W32-20005 10MPX CH
を#り$みます。

10チャンネル

10チャンネル

10チャンネル

10チャンネル

10チャンネル

◆ ◆

W32-20005-N

W32-20005 -NMPX

W32-20005-R

W32-20005 -RMPX

ラトックシステムB

ラトックシステムB

NIB

NIB

C� GP IB- ボード �� ����

220,000�

320,000�

Windows
7/8.1/10/11
(32bit , 64bit)
Excel 2010/2013
/2016/2021
(32bit Only)�

スキャナ
�PQ

スキャナ
PQ



��のトリガディレイ+,をPQします。
��は、��または「0」をPQします。

����

�� からデータの67を��します。
「 」を¡に¢してから「 」を¢すとPAUSE START
スポット��モードになります。

��ファンクションを$�します。
«¬«­, «¬«­, ®¯2°,®¯4°,DC AC

´",µ¶4,µ·から¸¹。

��レンジを / で»¼えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸをÂすとレンジPQYテキストAUTO

ボックスが�れますからレンジをキーボードか
らPQします。ÄÅなÆをPQする:;はあ
りません。PQされたÆにÇÈÉい１つ�の
レンジに$�されます。

トリガÌÍを$�します。
「 」は、��Îも ÏÐをFREE RUN FREE RUN
ÒÓします。
「パソコン」は、��+,×にパソコンが��
 にトリガをØÙします。�� は ÏÐHOLD
になります。
「ÂÛ」は�� リアーのトリガリンクÜÝに
R·してサンプリングをhないます。

��Îは「Þß」、ポーズÎは「áß」、âãÎ
は「äß」となります。

データの67をÇ+Îãします。もうÇ"ｸﾘｯｸすると、

67をå�します。

スキャナ��ですスキャンがÇèしてからâãします。

データの67をâãします。

��Î、,é+,が2êë�の+、サンプリングまでの

ìり+,をカウントダウンします。

��Î、67のìり�4をïðします。

「 」Î、ñòとなり、ｸﾘｯｸする×にデータを6り7みまPAUSE

す。 スポット��モードでは、データの67に�Yします。

Excelシート�のカーソルをóô・�õにö�します。

Excelシート�のカーソルをö�しデータ67��÷øをù

�します。 「 」ボタンをクリックするとカーソル÷øかSTART

らõÌúへデータを67みます。

データをPQするExcelのシートを»¼えます。

サンプリングレートを$�します。

= 0.01FAST NPLC

= 1MID NPLC

= 10SLOW NPLC

アベレージング��を にし、その-/を$�します。ON

 １) ¢ ソフトでサポートされていない§�¨}は、©ªに«�にてI�Wを§�しておいてください。
 ２) I �Wの - コマンドを に§�してください。(±²³´)GP IB SCPI

�����で$�した - アドレスと8じGP IB

:を$�します。

$�する�� を¸¹します。

��に�Yする�� は、このÛ をダブル

クリックして、Þßに$�します。

データを67む+,,-(ê)をPQします。
ここでPQした+,と��の+,,-では
��の��が�	します。 
もPQが�い
�
やゼロがPQされた�
は、�!でデ
ータを6り7みます。PQできる��+,
は、3600êです。

ータを67む�4を(�します。�し、「デ ST

」ボタンでいつでもÎ�できます。また、
もOP
PQされていないときは、200,000�と��され
ます。PQできる���4は、200,000�です。

���をデフォールトの$�-/に?し

ます。���のエラーHJなどで��が

UVできないZなどにクリックすると、��

�のエラーを^_することができます。

aての��-/をcd、またはeみgみ

ます。

h
���のデータを8Zに�gみ

ます。(jklm)

��データをnopqして、そのrsを

Excelシートにz{します。

|}~�が��されますから、noA,Bと

そのpqrsの��をz{してください。

��のデータ67+、�����bのヘッダを?Bし

ます。

データに>?+@を?Bします。

データのPQと�にシートをスクロールします。

����'の��+,を?Bします。

��ÆをセルにPQする+、Ç�、セル

の !を「
"」に$�した'、データを

セルにPQします。

��ÆをExcelへPQする+の#÷を$�し

ます。 「 �Æ」は、��ファンクションにより

「V」「A」または「Ω」の#÷でPQします。

「%4&a」をñòにした�
は、この

$�は�'されます。

��は、��です。

��データが、ここでPQした+,またはh

4に()すると、データPQ÷øが*の+

へö�します。

ダブルクリックで+,( )とh4の»り,えを

hいます。

-�ÆをPQします。

「#÷.¼」「%4&a」'の

Æに/して-�がhわれます。

0/Æ��を にします。ON

この「 」ボタンを にすると、「 」ボタンがSET ON START

Set Set「 」に.1され、「 」ボタンをクリックZERO ZERO

1すると、 �だけ��を�hし、その�� が0/Æ�

�の4"Æとして$�されます。

リレーカードを�Yする�
にチェックを?け

ます。「 」だけのVWです。W32-20005MPX
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��の��

��のファンクションで「��」を��します。

���のタイプを��します。 K, J, T( )

��の��を��します。 C,F,K( )

アベレージングVWを にし、その;<をON

$�します。

サンプリングレートを$�します。

= 0.01FAST NPLC

= 1MID NPLC

= 10SLOW NPLC

�!"・�$の��

��のファンクションで「µ¶4」または

「µ·」を¸¹します。

��する��レンジを$�します。

「 」ボタンを¡にクリックして、その'「 」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの$�がhわれた'、「 」ボタンのPAUSE START SPOT

クリックAちとなります。 「 」ボタンをクリックする×にデータがExcelシートに67まれます。 この+「 」ボタンをクリックする.わりに「スペース」キーを¢しSPOT SPOT

てもRDのEFとなります。 この「スポット��モード」では、「��+,」の�には1,2,3...と「GHÈJ」がPQされます。

Kえば、L��Mを6り¼えながら、N々のL��Mの��をhう�
にPXです。 「スポット��モード」をQRするためには、「 」ボタンをクリックします。STOP

スポットI�モードのn
·¸

「 」ボタンを¹したº、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンを¹します。GPIB
¾¿のように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンでÂ�します。ER

I�Wの - アドレスを@AのアドGP IB
レスに§�し「 」ボタンでÂ�ENTER
します。

I�Wのラングエッジを「 」に§SCPI
�し「 」ボタンでÂ�します。ENTER

① ② ③

T) ¢ソフトをn
するªに、©ªに、¾¿の«ÇでI�Wの「 - 」、「 - アドレス」、「 」に§�GP IB ON GP IB LANGUEGE  SCPI
してÊいてください。

��データを シートに67した:Excel
スキャナを?�しないBC( )
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Model2000-SCAN スキャナカードを?�した��IJ

��するチャンネルにだけにチェックを?けます。

��チャンネルはGHしている:;はありません。

��ファンクションを$�します。Yチャンネル×に�なったファンク

ションの$�が\Wです。 た だし、GHしたチャンネルで]てRÇ

のファンクションに$�すると!いスキャニング��が\Wになります。

その�
、 «¬で の��に;する+,は_ êです。DC 10ch 1.1
1～5 では、４ÜÝ®¯��の¸¹が\Wですが、４ÜÝ®¯��をch
¸¹すると、その/になるチャンネルの�Yはできなくなります。 Kえ

ば、 を４ÜÝ®¯��に$�すると は�Yできなくなります。ch-2 ch-7

「 」だけのR5です。W32-20005MPX
「リレーカードn
」にチェックをÏけると、¾¿ÐÑがÒÓされますから、スキャンI�のÔÕを§�します。「リレーカードn
」チェック
がÏいたÖ×から¾¿ÐÑをÒÓするためには、ØÙチェックを^してからÚÛチェックをÏけます。
ÜチャンネルのI�ファンクションßのサンプリングレイト やアベレージングãのI�ÔÕは©ªに«�で§�しておく( , , )FAST MID SLOW
äåがあります。
５<のマルチメータで、「リレーカードn
」のçりUしのèéも45です。
スキャニングのおおよそのìÛは、bチャンネルがíじファンクションのïð、１０チャンネルでò ó、ôなったファンクションがèéした1.7
ïð、１０チャンネルでò óです。3

Yチャンネルの��Æに&abcをhった'、 へのPQをhうExcel
�
は「&a」にチェックをつけ、「%4 」「%4 」「#÷」にd»なÆA B
をPQします。

へのPQÆ ��Æ %4 %4Excel = ( - B ) * A

INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  CardSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４üýI�のþÿ

４üýI�のïð

は、この「 」SENSE

ラインを���ÿ

します。

２üýI�のïð

は、この「 」INPUT

だけをþÿします。

２üýI�のþÿ

２üýI�のþÿ

４üýI�

２üýI�

スキャナカードのKL:
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QR��T マルチメータU のV�IJ( )

ÂÛ�� とは - でパソコンとeHされている:;があります。(õ\)GP IB

ÂÛ�� からØられてくるデータのフォーマットは、 であり、i4のデータの�
(Max10N)、データ,はコンマでk»られている:;がASCII

あります。 T)]ての�� との�ÙをÒlするものではありません。

もし、ÂÛ�� からデータをmけ6る+、クエリーコマンドをijに
ØÙする:;がある+、ここにØÙする
クエリコマンドをPQします。ほとんどの�
、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンド"rのものでしたら、õsのコマンドSCPI
のどれかが�Yされます。
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

ÂÛ�� のデータmÙ+にトリガが:;な+、チェックをつけます。

ÂÛ�� の - アドレスを$�します。GP IB

�り7んだデータに、õs&aをhった'、ExcelへPQします。

ExcelへのPQÆ = ( �� データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへPQするi�をここにPQします。

��の�
、「ÂÛ�� 」がPQされます。

����jに、�� にØÙするコマンドがある�
は、ここにPQします。 ファンクションやレンジ»¼えのコマンド

をPQします。 ��は��です。

�� のデリミタを$�します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「{|コマンド」からトリガのÌÍを¸¹します。GET TRG

��は、「 」の¸¹をします。GET

「{|コマンド」を¸¹した�
は、トリガコマンドをテキストボックス

にPQします。

ÂÛ�� のデータに&abcをhうときにチェックします。

i4のデータがmÙされた�
は、その]てのデータに、

õsにPQした&aがhわれます。

$�するÂÛ�� ÈJを¸¹します。

12.567

12.567

12.567

12.567

12.567

GP IB-

^_I�W

^_I�W

^_I�W

^_I�W

^_I�W

KEITHLEY 2000

ÂÛ�� のデータを4Æとして}うか、~�しとて}うかの

¸¹をhないます。��は、「4Æデータ」に$�します。

ÂÛ�� からi4のデータがØÙされる�
、データの

k»り~�を(�します。Ç��には、「コンマ」が�Yされ

ます。

スキャニング��\]の:
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